第31回　バス交通整備検討委員会　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：2012.12.19　14:00～16:10
　□会　　場：小山市役所別館会議室５
□出 席 者：山口委員長、永井副委員長
大関、佐藤、小矢島、福田、石川
（以上、計７名）

　□内　　容：

（1）運行状況について、乗り込み調査状況について
（2）新市民病院への公共交通について
（3）今後の予定について
（4）その他
■議事要旨

（1）運行状況について、乗り込み調査状況について
資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。
・事業実績（前年度比）については、総数として利用者数の増加、運行経費と運行補助の減少が確認されており、再編成による効果による改善が進んでいる。
・路線別に見ると、いくつかの路線とデマンドバスの運行に課題が絞られてきており、個別の状況に応じた対応策を引き続き検討し、実施しているところである。
［主な質疑応答］
（委員）

私は民生委員の経験が長く、ボランティアにも参加しており、その活動のなかでデマンドバスの積極的利用を呼びかけている。これからも高齢化に伴う交通弱者は増加していくと思うので、潜在的利用者をターゲットにした掘り起こしをさらに進めて欲しい。障がい者によってはバスになかなか乗れない人もおり、そういう人への将来的な対応も検討を進めて欲しい。

新病院の計画は地元の大谷地区の住民にとってはとてもうれしいと思っており、通院の足の確保をよろしくお願いしたい。これから高齢化で農業を辞める人が増えてくると、宅地化が進み、こどもが増加することで学校やいろいろな施設が必要となるなど、まちの様子も変わって来ると思う。
（委員）

いきいきふれあい関係の利用者の状況は？

（事務局）

各地区の各種総会などでＰＲや利用登録を進め、高齢いきがい課から利用サービス券を配付するなど、各課との連携で利用推進の取り組みを進めており、いろいろな面で効果が出ている。

大谷地区のデマンドバスは「いきいき」関係の利用者で多くなってきたが、桑絹や西部地区はボランティアで送迎していたり、徒歩で通える範囲にあるなどの理由で、まだあまり浸透していない。

（委員）

「いきいき」に参加して６年になるが、内容が少しマンネリ化してきているという悩みがある。日光に行くなどの企画を実施したこともあるが、個人的には身近な市内めぐりを頻繁に行うほうがいいのではと感じている。
本来の利用目的とは離れるが、地域の人に公民館に集合してもらい「小山市内」めぐりなどを開催すると、コミュニケーションづくりと地域をよく知る機会になるのでは？

（委員）

生活安心課の業務とは離れてしまうがアイデアとしては面白いので、公民館事業として企画してもらえばいい。

「こういう風にバスを使うとこういうことができるよ」というような提案型ＰＲもいいのではないか？

（事務局）

生活安心課は観光企画が本務ではないので、関係各課とよく連携していきたい。
（委員）

報告資料からもわかる通り今後の課題はデマンドであり、優先順位などをつけて取り組んで欲しい。

以前から取り組みをしているパーク＆ライドの状況は？

（事務局）

パーク＆ライドは協力店舗の駐車場を確保するのが難しいため、サイクル＆ライドに重点を置き、公共施設７箇所、民間８箇所の合計15箇所に設置している。ＨＰ等で積極的にＰＲをはかっているが、利用者は３名に留まっている。今後も増設とＰＲをはかっていく。
（委員）

デマンドバスの運行実績については、ほとんど補助で支えているというのが現状か？

（事務局）

地区別の車両の借り上げ契約によって経費と補助率が異なるが、全体的には補助の占める割合は高い。

（委員）

他地域の事例では、セダンは狭さが敬遠されて結果として乗合率が非常に低いと聞いている。小山ではセダンとワゴンで、利用状況は変わるのか？
（事務局）

やはり狭いセダンに知らない他人と乗り会うことの抵抗感はあると聞いている。ただしタクシーと兼用できるセダンは機動性が高いので、経費の面からは利点がある。

（委員）

全国のデマンドの事例を見ると、直前まで予約できるところは利用率も高い。土浦市の場合はデマンドの稼働率が50％で、全人口に匹敵する延べ利用者があるらしい。小山も２時間前までの予約が可能にならないか？そのためのオペレータの人件費が若干増えても試算してみる価値はある。

また、200円～500円程度のタクシー料金を超えない程度の距離制運賃を導入しているところの方が経営状況はいいようだ。例えばエリアを越境しても＋αの料金で市民病院まで行くサービスも検討してもいいだろう。
（委員）

デマンドは根本的な改善が必要ではあるが、非常に難しいことも事実。どの市町村も周辺の市町村が実施しているからという理由で導入しているケースが多い。そのあたりの情報も適宜お知らせしていきたい。
（委員）

今後の高齢化でマイカー利用率が下がっていくことを考えると、バスは公共的に必要なインフラと考えるべきであると思う。そういう意味で各種の補助金等が継続されるように関係機関にはお願いしたい。
（委員）

駅東循環線、土塔平成通り線、大谷中央線を再編成して利用者増に結び付けられるのではないかと感じるがどうか？

（事務局）

駅東循環線は関東バスの自主営業で実績も好調であることから、再編成は難しい。土塔平成通り線と大谷中央線の再編成で利便性の向上と利用者増加を図っていきたいと考えている。

（委員）

思川駅線はスクールバスとしての利用があるとのことだが、他地区ではそのような希望はあるのか？

（事務局）

粟宮地区から間々田小まで約５㎞の距離があることから利用の要望はあるが、ダイヤが合わないので実現していない。他にも何カ所かの希望はある。

（委員）

コミュニティバスの「こども避難の家」としての協力は？

（委員）

タクシー協会は警察と連携して協力している。バスにも万が一の時に逃げ込める旨のシールなどを貼る位は可能ではないか？
（事務局）

現時点ではそういう指定はしていないが、決められた路線を移動するバスがどのように協力できるのかを含めて検討してみたい。

（委員）

小山のコミュニティバスは10年の歴史を積み重ねて来たところでもあり、今後は付帯施設の利便性向上も考えていかなければいけない。また様々な利用者や要望に応えられるように役所内の連携も必要だ。引き続き公共交通を大切にした計画を進めていって欲しい。

（事務局）

関係各課との幹事会を設けており、この会議の開催に先立って情報交換等を行っている。引き続き連携を深めて行きたい。

（2）新市民病院への交通について
資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。
・新市民病院の開設に伴い、公共交通機関等の整備について市民からの要望もあることから、庁内において以下の検討を進めている。

１）小山駅と新病院を結ぶ直通シャトルバスの運行とコミュニティバスとの連携

２）現在運行しているコミュニティバスの再編成
３）間々田駅やその他の地区からのアクセスなどの検討
［主な質疑応答］
（委員）

小山駅と新市民病院の所要時間は？
（事務局）

走行時間は約15分で、渋滞等の余裕を含み約20分を想定している。
旧病院へは10便／日、新病院へは20便／日のダイヤを検討している。

ルート案については、城南の商業施設への利用も含めて検討したもので、病院周辺の道路の整備によって若干の変更の可能性はある。

（委員）

病院をこの場所に開設することに決まった経緯は？

（事務局）

思川の東側で、緑豊かであること、広い土地が確保できること、災害の可能性が少ないことを条件に調査した結果、ここに決まった。
（委員）

病院に隣接して住宅地の開発はあるのか？
（委員）

基本的に「緑の健康づくりの森基本計画」に基づいて周辺の整備が行われるもので、住宅開発の予定はない。
（委員）

新病院へのバスについては、利用者の利便性を第一に考え敷地内へ乗り入れて欲しい。
（委員）

設計のプロポーザルでもそういう設計になっているので大丈夫だと思う。
（3）今後の予定について
年度末までの作業予定等について、資料に基づき事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。
［主な質疑応答］
（委員）

ＡＥＤは講習を受けても実際に使えるようになるのは難しい。危機管理講習会では、徹底的に講習してもらいたい。
（事務局）

了解しました。
（4）その他
花垣町自治会から花垣町公民会前へのバス停設置の要望があり、設置する方向で検討している旨、資料に基づき事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。

［主な質疑応答］
（委員）

要望の内容を見る限り、特に全体のダイヤに影響を与えるものではなく、問題はないと思う。停留所間の距離が若干短くなるが、地元の要望でもあり応えることが大切だと思う。
また、全般的に高齢者の車内事故（停車時の転倒など）が多くなっているので、再度事業者には安全運行を徹底して欲しい。

（事務局）

了解しました。

（以　上）

